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本座談会では、心の不調と身体疾患の関係について、総合診療医と精神科医がそれぞれの専門的視

点から議論し、実臨床における鑑別の重要性を分かりやすく解説しています。うつ症状や不安といった精

神症状の背景に、脳腫瘍や内分泌異常、感染症などの身体疾患が潜んでいる場合がある一方で、動

悸や倦怠感、疼痛といった身体症状の背後に心理的要因が関与しているケースも少なくありません。この

ように、心身は相互に影響し合うものであり、どちらか一方に偏った評価では見逃しや誤診につながる可

能性があることが強調されています。 

診療の現場では、まず身体疾患の可能性を丁寧に除外することが基本とされ、そのうえで精神的要因の

関与を慎重に評価していく姿勢が求められます。また、限られた診療時間の中でも実践可能な問診の工

夫や、必要最小限で効率的な検査の選択といった具体的なアプローチが紹介されています。さらに、多

剤併用による副作用や薬剤相互作用が症状を複雑化させる点にも注意が必要であり、薬歴の把握と

適切な見直しの重要性にも言及されています。 

加えて、患者が自身の症状をどのように捉えているかを理解し、納得感のある説明を行うことや、信頼関

係を構築することの重要性も強調されています。心身を切り分けるのではなく、統合的に捉える視点を持

つことで、より適切な診断と治療につながることが示唆されており、日常診療における実践的な示唆に富

む内容となっています。 

 

 


